
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

挑戦的萌芽研究

2015～2014

錯体・イオン会合体化によるCs濃縮法の開発

Development of Cs concentrating process into ionic associate phase using complexes

３０２４１５３２研究者番号：

吉岡　敏明（Yoshioka, Toshiaki）

東北大学・環境科学研究科・教授

研究期間：

２６５５００５５

平成 年 月 日現在２８   ５ ２３

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：スラッジの発生量が少ないセシウム汚染水の処理方法の開発を目的として、種々の錯形成物
質を用い、イオン会合体相へセシウムを濃縮する手法を検討した。錯形成物質として用いた物質の中で、tetraphenylb
orate(TPB－)が水相から高度にセシウムを抽出可能であることを明らかにした。さらに、イオン会合体としてn-pentyl
 amine (PA+)とperfluoro octanoic acid (PFOA－)を組み合わせた系において、TPB－を用いることで、水相からイオ
ン会合体相への抽出率及び分配比の向上が可能であることを確認した。

研究成果の概要（英文）：Cs concentration into the ionic associate phase using complexes was investigated 
in this work. Tetraphenylborate (TPB－) as a complex molecule showed the highest Cs recovery rate from 
the water phase. In addition, the combination of n-pentyl amine (PA+) and perfluoro octanoic acid (PFOA-) 
as ionic associate phase showed the highest concentration rate of TPB-Cs complex into the ionic associate 
phase, suggesting that this technique will be one possibility to reduce the amount of sludge.

研究分野： 環境学

キーワード： セシウム　濃縮　イオン会合体
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